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論文
マーシャルの実務教育観
-1905年のマーシャルー—―
?
本 昭
1. はじめに
筆者の知るかぎり，マーシャルは1905年に4編の投稿論文を『タイムズ」紙
上に公表している。そのうち 1編は必修ギリシャ語に関する論争において，か
れ自身の立場を明かにするものであったが，残り 3編はマーシャル自身の問題
提起によって論争を呼びおこしたものである。
マーシャルは1901年頃より慎重な，具体的準備をはじめ， 1903年にはケンブ
リッジ大学に経済学のトライボスを創設することに成功し，教授就任以来の念
願のひとつを実現した。 1905年の 11月に『タイムズ』が社説で，大学におけ
る商業教育の必要性を訴えたのに対し，マーシャル自身が，最近の実績をふま
ぇ，問題点を整理したのが，思わぬ反響を呼び，この問題で二度目の筆をとる
ことになった。
本稿では 1904年の末から 1905年の最初の 2カ月間，大学と卒業生を二分し
て争われた必修ギリシャ語論争におけるマーシャルの立論と，同じ年の後半に
問題になった，大学における商業教育についてのマーシャルの立場を紹介する
ことにより，マーシャルの大学教育制度の改革に対する姿勢を整理する。
マーシャルは，すでに 1902年，「経済学とそれに関連する政治学のためのカ
リキュラム創設請願」I)の中で，「すべての大学は，折にふれ，研究・教育体系
1)ケンプリッジにおける経済学トライボスの創設については別稿を用意したいと思って
•いる。ここではとりあえず1902年 4 月 18 日付「クイムズ」から引用しておいた。原文
はギルボー版「経済学原理」第2巻 (1961)161ページの冒頭で知ることができる。
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が現在の要請にあっているかどうかを検討しなければならない」2)と述べてい
るが，この考え方はケンプリッジの，進取的な教授たちの多くが当時共有して
いた。
2. 必修ギリシャ語論争の背景
必修ギリシャ語 CompulsoryGreek問題とは，主にケンプリッジ大学の
little-go3>の必修科目からギリシャ語をはずすべきかどうかについて， 1904年
の末から翌1905年年の 3月にかけて，人々の耳目を集めた問題であり，この時
期のクイムズ紙上で 100編近い投稿といくつかの社説となって記録にとどめら
れているが，同時に大学内では多くの fiy;,ng-sheetsがとびかった。
シンジケート
1904年11月30日付けの『クイムズ」は研究および試験制度常設委員会が下し
・ コミテイ
た結論を支持する委員会が組織されたことを報告している。それはグラマー・
スクールを中心とする中等教育制度の改革を受けた作業でもあった。ケンプリ
2)この請願書は1902年の4月に一般評議員の間に配布されていた。それは常任評議員会
に，請願内容を検討するための特別委員会の設置を要求しており， 4月16日頃には，
63名によって署名されていた。署名活動は4月25日までつづけられた。起草者はもち
ろんマーシャルであったが，成案を得るまでにフォクスウェルと数多くの．往復書簡が
とりかわされた。
3) Ii ttle-goとはケンプリッジ大学の学生が一年次終了時に受ける共通試験で， トライ
ボスの準備試験 PreviousExaminationの呼称である。 19世紀後半のケンプリッジ
の卒業ないし学位取得のための制度は，現行と若干異なるものの，世紀の前半に比す
ると， 19世紀の50年代に現行のトライポスと呼ばれる試験制度が自然科学と精神科学
にも導入されて以来はるかに現行に近いものとなった。大学教育は，カレッジでの教
育（フェローがチューターとして 1学年で 1人または少数の学生をあずかり，個人指
導を行なう。それは主に週1回程度学生に，ェッセーを報告（朗読）させることから
なる）とカレッジ間共通講義および大学講義（ユニバーシティ・レクチュアー）から
なり，単位認定制ではなく，卒業時におこなわれるトライボスの成績によって学位取
得が決まる。その一方で， 1年次ないし2年次末に PreviousExaminationとトラ
ィポスの PartIが実施される。トライボスの PartJIの受験資格をもち， 規定の
成績を修めると honoursdegreeが授与され, B. A. を名乗ることができる。
?
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ッジは，オックスフォードより早く，古典の素養のない学生にも学位取得の道
をひらいていた。すなわち little-goの中にギリシャ語が必修科目として課せ
られたとしても， Honours Degreeを目指すものは，この試験を免除されて
いたからである。
まずこの節ではこの論争の背景となる， 19世紀後半のイギリスがかかえてい
た教育問題を簡単にサーベイしておこう。そのあとで(3)ギリシャ語問題に関す
るマーシャルの立論を紹介し，同時にケンプリッジ大学での，結論を示してお
く。第 4節では1905年後半に書かれたマーシャルの商業教育論をとりあげる。
19世紀において，ウエールズをふくむイングランドの中等教育制度の改革に
大きな影響を与えた王立委員会報告としては， クラレンドン委員会(1861-4),
ターントン委員会(1864-7)およびプライス委員会(1894-5)の3つの委員会による
ものがあげられる凡
1870年に公教育が制度化され， 10年後には初等教育の義務教育が制度化され
たが， 19世紀末においても，大学教育をめざす中産階層以上の子弟はパプリッ
ク・スクールで教育を受けるのが一般的であった5)。 19世紀中葉以降，地域住
民の子弟を教育するはずのグラマー・スクールの多くは，寄宿制と高い授業料
を課すことにより，バプリック・スクール化していった丸
4) Gillian Sutherland, Secondary Education : The Education of the Middle 
Classes, in Education (Government and Society in Nineteenth-Century Bri-
tain) ed. C. Fox et. al., Truro, 1977, p. 137. 
5)農民・小商人・職人階層の子弟が中等教育に接近できるようになったのは， 1902年の
教育法により優秀な生徒に学費免除と 5ボンドの奨学金が給付されグラマー・スクー
ルヘの進学が可能になってからである。 Cf.,Fredrick Brittain, It's A Don's Life, 
London, 1972, p. 24. 
6) 1865年から79年にいたる15年間に，ケンプリッジのキングズ・カレッジで学んだ 169
名の学生の出身は， 69名がイートン， 75名がそれ以外のパブリック・スクールであ
り，グラマー・スクールからは 10名にすぎない。 （その他の 15名の出身は， Grad-
uates, Private; Overseasである）。 1880年からの10年間ではイートン， 44名，その
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それは1832年の第 1次選挙法改正以降，新興の産業家階層が，子弟に高い水
準の教育をさずけ，できればオックスフォードかケンプリッジを卒業させるこ
とにより，旧支配階層とのつながりを求めていたからである。
他方1851年にロンドンで第1回の万国博が開催され，イギリスの産業革命を
支えた技術力が，この時点ではドイツやフランスに比して決して大きくリード
しているものではないことが認識された。政府は初等・中等学校における科学
教育に，本腰を入れはじめた7)。 クーント・ン卿がまとめた報告書では，イギリ
スが，科学と実用的知識において，大陸諸国より立ち遅れていることが指摘さ
れ，オックスプリッジの教育水準はフランスのリセ程度しかないことが明らか
にされた8)。
また，世紀末のイギリスの対外拡張は，国内不況が，ひとつの原因であった
が，一方で金融・保険・商業の中心としてのロンドンの地位を高め，高い専門
知識をもった実務家の需要が高まった。
そのような傾向の中で，教育制度の改革を叫ぶ声は，イギリス国内でも，大
きくなり，人びとの関心をひくようになった。
しかしたとえば1865年にセント・アンドルーズ大学の名誉学長に就任したJ
他のパプ））ック・スクール,175名，グラマー・スクール， 18名となっている。パプ））
ック・スクールの中ではチャークー・ハウス，ァッピンガムそしてマールバラが上位
3校を占めでいた。アッピンガムは19世紀の中葉， 2人のキングズ・カレッジ出身者が
50年以上にわたって校長職を勤めることにより，パプ））ック・スクールの仲間入りを
した学校である。その 1人，セルウィンは 1887年から 1917年まで校長職にあった。
(L. P. Wilkinson, A.Century of King's 1873~1972, Cambridge, 1980. p. 158.) 
その前任者ス））ングが学校長に就任した 1853年には，寮生は 28人であったが， 15年
後には268人にまで増やし，パブ））ック・スクールと同格であることを主張した。 (B・
ザイモン，成田克矢訳「イギリス教育史I1870-1920年」 1980年（原著1965年）， 101
ペー ジ）。
7)梅根悟監修，世界教育史研究会編『世界教育史体系 26大学史』I,1974年 234ページ参
照。 Cf.James Bowen, A History of Western Education, Vol. 3, London, 
1981, pp. 303-307. 
8), 前掲書， 235ペー ジ。
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・S・ミルは「教育について」と題する就任講演 (1867年2月1日）の中で「法
律，統治形態，工業技術，社会的な生活様式が，さらに人間の意志に左右され
ない物理現象……の人間の性格と能力に及ぽす間接的影響」9)も教育の中にふ
くまれるとしながらも，人間は「弁護士， 医師，商人，製造業者である以前
に，何よりも人間である」ID)ことを強調し，大学は「専門的知識そのものでな
く」， 「一般教養の光明」11)をもたらすべきであると主張している。 J・S・ミ
ルは，科学教育と人文教育の一方だけを偏重する方法をしりぞけ， トマス・ア
ノー）yドの範例をひきながら，「二つの古典語が適切に教えられるならば，学校
の教科課程のなかに含まれる必要のある，他の学科すべてに，十分な時間を割
り当てるために，この二科目を除外する必要は全くない」12)と断定している。
ここに引合いに出されたT・アーノルド13)は， 1827年にラグビー校の校長職
につき，今日パプリック・スクールの教育として一般に想像されているような
ブ，，ポジクー
教育体系を実践14)し，教職員会議，監督生制度，校長と監督生との夕食会，古
典学習，学校礼拝堂およびスポーツの重視等の諸施策を実施した。それはアー
9) ジョン・ステュワート・ミル著，竹内一誠訳「ミルの大学教育論ー一~セント・アンド
ルーズ大学名誉学長就任講演「教育について」』， 1983年， 2ページ。
10)前掲書， 3ページ。
11)前掲書， 4ベージ。
12)前掲書， 12-3ページ。
13) トマス・アーノルドについては，白石晃一「トマス・アーノルドー中等教育の改革者
＿」白石晃ー・三笠乙彦編「現代に生きる教育思想 2ー イギリスー』， 1982年， 221ペ
ージ以下参照。
14)パプリック・スクールは，貴族・ジェントリーからなる上流階級の子弟の通う学校で
あったが， 19世紀中葉以降もその性格は基本的に保持されていた。ただ違うのは， 19
世紀中葉以降上流中産階層の子弟の入学が増加したことと，丸暗記を中心とした従前
の教育内容の刷新であった。たとえばアーノルドが就任する以前のラグビーは生徒自
治は乱れ，軍隊が出動して鎮圧にあたるほどであった。イートンでも上級生による下
級生酷使（ファギング），鞭刑，性道徳の乱れといった悪弊が問題になっていた・。 B.
サイモン著成田克矢訳「イギリス教育史 I1780-1870年ー2つの国民と教育の構成ー』
1977年（原著1960年）， 106ページ以下参照。
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ノルドの在世中は決して評判のよいものではなかったが，かれが1842年に死去
したのち，とりわけ1850年代からの20年間は，既存のバプリック・スクールの
みならず，新たにパプリック・スクールの格式を導入した多くの学校で，「ア
ーノルド方式」の名のもとに採用されていった。クラレンドン委員会は，パプ
リック・スクールの改革の手本として，アーノルドの名をあげた。それが1864
年のことであったので， J・S・ミルはこういった方式の代表的実践者として
かれの名を挙げ，みずか9らもその方式を最善のものとして，支持したのであろ
う。
J・S・ミルにしても，アーノルドにしても，科学教育は中等教育や大学教
育になじまないと述べたわけではない。ミルは，経済学や法律や国際法に関す
る知識は，大学生がとくに関心をもつべきものとして推賞しているし15), アー
ノルドもまた自然諸科学に強い関心を示し，社会問題についてはマルサスから
影響を受けていた。かれらがともに強く意識したのは，人格形成とは無縁と思
える，それまで一般的であった，つめこみ教育に対する批判であった。各人の
「独自の思考を抑圧し，個人の知性と良心を束縛するためにのみ」16)存在する
ような教育に反対することが，かれらの真意であった。
しかし結果的には，二つの古典語の学習が人間教養の啓発にもっとも有効で
あり，自然科学の学習は知識の伝達にすぎず，真の教育に資するものではない
という印象を，強く人びとに植えつけたのも事実であった。
この点においては，アーノルドがもっとも嫌っていたといわれる，オックス
フォード運動の推進者ニューマンも，決して例外ではなかった。かれは『大学
の理念』 (1873年）の中で，大学教育を宗教において統合しようとしており，他
方科学教育には消極的な姿勢を示していた。
そのような代表的で，かつ影響力のあった教育論や，大学論が存在する．一方
15) J・S・ミル，前掲書， 62-66ペー ジ参照。 ここでミルは経済学を「人間の集合体に
資する富と物質的繁栄の源泉と条件に関する学」と定義している。
16)前掲書， 73ペー ジ。
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で，ハーバード・スペンサーは科学教育の重要性を力説していたし，ロンドン
大学はすでに早く 1851年に科学士 (B.Sc)の学位を設け，古典語の束縛から学
生を解放していた。また 1851年のマンチェスターにおけるオーエンズ・カレ
ッジ開設を先例とする， 産業革命の進展の中で，都市化していった地方都市
で， 自然科学や実務教育に力点をおくカレッジが陸続と創設されていった。
創設の年代順にあげれば， リーズ(1874年，ヨークシャー・カレッジ），プリストル
(1876年ユニバーシティ・カレッジ，その初代の長はアルフレッド・マーシャルである。），
シェフィールド (1879年，ファース・カレッジ），バーミンガム (1880年，メイソン・
カレッジ）， リバプール(1881年，ユニバーシティ・カレッジ）とつづく新設カレッジ
は，ブリストルを除けば20世紀の最初の10年の間に大学に昇格するが，それま
では，これらのカレッジの学生の学位認定は，ロンドン大学においておこなわ
れていた。
このような時代の流れを受けとめて，遅ればせながらオックスプリッジニ大
学においても， 1870年代以降，自然科学各分野の教授職が増設されてゆく。パ
プリック・スクールもヴィクトリア朝末期には，古典語の必修制をはずし，数
学，科学，近代語の選択クラスを増やしていったが，なお古典語教育こそリベ
ラル・エデュケーションの要であるという認識は根強く残っており，最優秀な
学生は古典語，とりわけギリシャ語を学ぶものとされ，また古典語の学習のた
めに，もっとも有利な奨学金が留保されていた。
オックスプリッジ両大学でも， 19世紀中葉以降トライボスの種類を増やして
はいたものの，依然としてB.Aという称号の取得のためには， ごく少数の例
外を除いて，・ 1年次末の（トライボス）準備試験において， ギリシャ語を必修科
目として受験することになっていた。
1903年に経済学トライボスの創設に成功し， 1905年の 6月にそのパート Iの
試験を実施したマーシャルは，他の多くの教授や大学評議員と同様に，準備試
験におけるギリシャ語必修は，言語学や神学・哲学以外の学問を選択する学生
にとっては過重な負担を強いるものであるゆえ，フランス語かドイツ語に代替
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しうるものとするという改革案を支持していた。この面でのマーシャルはオッ
クスフォード時代のジョウェットおよびそれ以前のヘンリー・シジウィックの
影響を受けていたと評価することができる。
3. マーシャルの必修ギリシャ語観
マーシャルの『タイムズ』への投稿は 1905年 2月 7日付けのものである。
「タイムズ」は投稿欄に力を入れており，場合によっては投稿日の翌日に，大
きな見出しをつけて掲載することも珍れではない。しかしマーシャルのこの論
文は， 1カ月以上たち，この日以降では投稿の意味がなくなってしまう 3月3
日付けの紙面で公表されている。一般に紹介されたことがないので，投稿本文
はこの節の後半に一括して試訳のかたちで掲載しておく。
さてこの投稿は，先に紹介したアッピンガム・スクールの校長E.C.セルウ
ィンが， 1月25日付けで同じ「タイムズ』に投稿した所論に対する批判のかた
ちをとっているので，まずセルウィンの所説を紹介する。
セルウィンは他の有名校の 1教師の悩みをとりあげている。それによると，
その学校（当時約100校と数えられていたパプリック・スクールのひとつであろう）では，
古典学を専攻する者は，新入生の 1割以下である;(通常6学年すべてあわせても
500人という学校は少なかったので，数でいえば 10名以下ということになろう。）。その
結果生徒は「未教育」のまま放置されていることになるとその教師は嘆いてい
る。かれによれば，フランス語やドイツ語，または化学や物理は，教育的とい
う点からすれば， 決してギリシャ語とラテン語の代りにはならない。「古典」
を専攻する者とそうでない者とでは，マナーや容貌まで差がでてくるとさえ述
べている。この言葉を受け，セルウィンは，もしもケンブリッジの常設委員会
が提案しているように，ギリシャ語を選択科目にすれば，パプリック・スクー
ルの秩序や規律あるいは学校間の統一が崩れてしまうだろうと主張する。この
見解を補強するために，かれは現在アッビンガム・スクールに在学する優秀な
生徒の意見や卒業生の意見を紹介する。
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・ 在学生は，もしも必修制が廃止になれば，学習意欲を失なってしまうといい
卒業生のうち，ギリシャ語を学ばずに，ケンプリッジヘ進学し，近代語トライ
ポスで優秀な成績をあげたある者は，いかなる問題についての討論であれ，古
典語を修めた学生が常に秀れた取りくみができるのを知って，羨望しつづけね
ばならなかったと述べ，また一方科学技術のトライポスを目指しているある卒
業生は，かれが在学中ギリシャ語をやっていたおかげで数学において良い成果
を収めることができたと述べている。セルウィンは「生半可」なギリシャ語教
育を支持しているわけではないが，実用的観点からもギリシャ語教育には種々
の利点があることを列挙している 17)。他方，かれによれば，化学や物理の授業
は，ノートを取ることだけからなっていて，知識を伝授するものの，教育的観
点からは望ましくない。
• また近代語の教育も，ギリシャ語に比して学習が安易なため，充分な成果は
期待できない。このように，必修ギリシャ語の廃止は，生徒の学校生活をゆが
めることを通じて，国の将来に悪い影響を与えるだろうとセルウィンは主張す
9ペラル
る。パプリック・スクールの目的は，実用教育と教養教育を，さずけることだ
が，ギリシャ語学習についての生徒のインセンティヴがなくなれば，学校教育
自体がゆがんでしまうと述べ，最後に「教育に携わるのであって，単なる知識
の伝授に携わるのでない以上，校長は最善を尽して学校教育からギリシャ語が
17) J・S・ミルは先に挙げた「就任講演」の中で，古典語学習の意義を次のような諸点
で擁護している。 1)若い時代にギリシャ語・ラテン語の学習をおこなうほど，科学教
育もまた十分な時間をとっておこなうことができる。 2)古典語に精通していれば，フ
ランス語・ドイツ語などの近代語の学習は極めて容易である。 3)歴史や地理の学習は
自発的読書と判断力が育てば，学校教育科目である必要はない。それらは記憶力以外
の知的能力を訓練することにはならない。 4)文化と文明をもつ他の国民の言語と文学
を知ることは， 自らの思3号を反省する機会を与えるが，近隣諸国語ではその効果が薄
い。 5)現代の学問の基礎はギリシャ・ローマにあるが，原典を読むことが，古典理解
には不可欠である。 6)ギリシャ語・ラテン語ほど，規則的でがつ複雑な構造ゆえに，
知性の訓練にとって価値ある言語は他にない。 7)文学の内容的な価値という点でも，
ギリシャ・ローマ文学は他の追随を許さないゆえ，ギリシャ・ラテンの学習は文学的
・文体的に最高のものを学び，同時に倫理的・哲学的教養も身につけることになる。， 
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なくなってしまうのを防ぐことを義務づけられている」という文章で投稿文を
終っている。
これに対するマーシャルの反論は以下のように整理できるであろう。（参考の
ため全訳を節の末尾に紹介しておく。）
1. 学習の方法・ 内容は，生徒の年令層に応じて変化して当然である。まず
身の回りの物の名を憶え，それから自国語を日常的に使いこなすことを学ぶ。
その次に古典語学習がもっともふさわしいものになる。しかし物や観念を分析
できる能力を身につけた 16才以上の段階では，数学や科学が適当なものとな
る。それゆえに古典語学習は万能ではない。
2: 自然の運行についての知識やそれを利用する能力の啓発は，決して古典
の学習だけからは得られない。この種の分析能力を培うためには， 16歳以前に
も基礎的な知識を得ておかねばならない。
3. ところがイングランドの有名校の学校長や古典教師は，若いときに古典
語の能力を示した人間には，かならずそれを大学においても専攻するように強
くすすめがちである。これは，やがて科学研究でより高い能力を発揮するかも
知れない若者の可能性を摘みとってしまうことになる。
4. 大学の奨学金や，特待生待遇も，古典語学習者に，あまりも有利になり
すぎており，その分わが国の科学技術の発展にマイナスになっている。
5. ドイツはすでに古典語教育だけに重点をおく，旧来のギムナジウム以外
に，それと同格の位置づけをもったレアル・ギムナジウムを設置して，科学技
術の発展にそなえ，今ではさらなる改革を志向している。 このままの状態で
は，イギリスは科学技術の面で，ますますドイツに遅れをとることになるだろ
う。
6. 大学教育についていえば，古典や神学専攻者にとっては，なんの準備も
なく合格できるギリシャ語の必修試験のために，科学専攻者が 1年間精力を費
し，その後まった＜役に立たないというのは不公平である。
7. 科学関係のトライポス合格者を，パプリック・スクールが校長として迎
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え，学生の志向を科学の方に向ける努力が是非とも必要である。
8. 社会科学や経済学の研究の発展のためにも，このような改革は役立つと
期待できるし，そのことがイギリスの国際的名声と地位を守るために必要であ
る。
マーシャルの個人史との関連では，幼時期古典語の学習のために疲労し精神
的ダメージを受けたかれの姿を思い浮べることのできる主張であり，またよう
やく第 1回目の経済学トライボスのパート Iの実施にこぎつけたかれが，さら
なる一般の理解を得ようと努力していることがよく分かる文章でもある。
すなわち，ケインズの記すところでは，マーシャルは，パブリック・スクー
ル時代に数学を愛し，死語の下に埋められることから逃げようとしていたが，
一方数学の本を一度に15分以上，休憩なしで読まないよう決意し，その合間は
苦労なしに読めるギリシャ劇などの文学作品を読んでいた。その間のマーシャ
ルの心情が， 40年後の文章の中にもただよっている。また経済学トライポス創
設の余波は，次節に示す「論争」のなかで，より濃厚に，感じとることができ
る。
1905年3月2日の『タイムズ」の「大学情報」 UniversityIntelligenceの
欄には，次のような，記事が載っている。「ロンドン委員会の書記〔London
Committeeとはロンドン在住のケンプリッジ卒業生の機関であり，大学評議
会で論ぜられる重要議題について意見を表明することがある・・・筆者注〕エドウ
ィン ・H・フレッシュフィールド博士は，ギリシャ語問題に関する評議員会で
の投票に関連して，グレート• ノーザン鉄道会社が，明日〔3月2日金曜日〕
の夜と土曜日の夜にケンプリッジ発 9時45分キングズ・クロス〔ロンドンのタ
ーミナル〕着11時5分の特別列車を手配すると述べている。これによって投票
を済ませた者は，各カレッジの大食堂で夕食をとり同じ日にロンドンに戻るこ
とが可能となる。同氏は現在，反対票 (nonplacet)を投じようとする者のほと
んど全員から希望する出発日と時刻について回答を得ている。
さらに同氏は，両日にわたりキングズ・クロス午前11時10分， 12時40分，お
11 
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よび午後3時10分と 5時発の列車の 1等と 3等の客車を必要数手配している。
車輌には「ロード・マクノーテン・ロンドン・委員会」というラベルが張られ
ることになる。これにはロンドンのリストで反対を投票することになっている
者とその友人で，すでに通常の方法と通常料金で予約事務所で切符を手配し終
っている人が利用できる」
これに対抗するかのように投票日第 1日目にあたる 3月3日には「ギリシャ
語問題にかかわる常設委員会の推薦をうけた委員会」が前日紹介された同じ 4
本の列車に「ケンプリッジ評議員会員予約」のラベルを張った車輌を確保して
いることも報ぜられている。
. .,.-~ 
評議員会で議せられる圧倒的多数の問題はケンプリッジ在住の評議員の議決
で決せられるが，特別の重要問題につき投票による決定が主張され，それが確
認された時には全国に散らばる卒業生(25オ以上のMA記保有者）が事実上すべて
投票権を認められる。
この必修ギリシャ語廃止問題については2600人以上の人びとが投票に参加し
た。それは女子の学位認定問題の時 (1897年）を上回る数字であり，いかに多く
の人びとの関心を集めたかが分かる。他にもローマ・カトリック教会の聖職者
養成を目的として創設されたという出自をもつカレッジを，大学を構成する正
. ., ー トハウス
規のカレッジとして公認するかといった問題もまた，投票場になる評議員会館
の前庭に多くの人びとを集めた (1898年）。 この時期 (19世紀から20世紀初頭），ケ
ンブリッジ大学の性格が大きく転換しようとしていたことが分かる。 1903年の
経済学トライポスの創設などとともに，宗教的拘束からの実質的解放，女子学
生の受入れ（男・女学生をまったく同等に扱い， 各公認カレッジの長や教授に女性が就
任することが公認されたのは第二次大戦後の1946年である。）， 自然科学・社会科学教
育の充実という具体的な諸措置の一環として，この「必修ギリシャ語問題」を
とらえることができる。
必修ギリシャ語の廃止案そのものは， 19世紀60年代から問題になっていたも
のである。ケンプリッジの卒業生ではなかったが，教育問題について関心の深
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かかったJ・S・ミルが，名誉学長就任講演の中で，わざわざギリシャ語の効
用について，かなり詳しく論じたのは，かれがケンプリッジのこの方面での改
革に反対していたからに他ならない。
一方ケンプリッジにおける女性の高等教育の確立のために後半生を捧げるこ
とになった，ヘンリー・シジウィックはケンプリッジのフエロー職にある大学
評議員に大きな精神的影響力をもっていたが，ニューナム・カレッジ在住の女
子学生に，ギリシャ語の負担を強いることなく，オーナーズ・ディグリーヘの
道を開くべく，準備試験の制度そのものを改変しようとしていた。
マーシャルもまたこの点については，シジウィックの立場に同調し，ギリシ
ャ語必修制の廃止論を積極的に支持していた。自然科学専攻の教授や講師のみ
ならず，ギリシャ語の教授さえ， little-goのギリシャ語を選択制にすること
に賛成していた。 1904年の11月には「研究および試験制度常設委員会」は，ギ
リシャ語必修制の廃止をうちだしていた。大学の教育を国民生活を密着させて
ゆくためにはやむを得ぬ措置ということで， 130名近いケンプリッジ在住の評
議員によってこの案は支持されていた。
同じ動きはオックスフォードでも並行してすすめられていたが，評議会の運
営がケンブリッジとやや異なるオックスフォードの，大学在籍者を中心とする
投票が1904年11月29日におこなわれ， 36票差で改革案が否決された。
そのあとを受け， 12月 1日， 2日の 2日間にわたり，ケンプリッジでは10カ
レッジのカレッジ長をはじめ 100名以上の参加を得た白熱した討論会が開催さ
れた。冒頭，研究および試験制度常設委員会の議長であったクイーンズ・カレ
ッジの長は，委員会案に反対である旨を発言した。かれもまた工学や自然科
学専攻生からギリシャ語学習の負担を取り除くことには賛成する意思があっ
たが，中等教育制度に余りに大きな打撃を与えないためにも，全面的選択制へ
の道は回避すべきであると述べた。討論2日目にはケンプリッジの名門校パー
セ・スクールの教師も，同じ線に沿って反対論を主張した。
かくして委員会の結論に反対する人びとは，外部評議員や一般の教育関係者
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を巻き込み，大キャンペーンを張りはじめた。それが翌年 3月までつづくので
ある。そして 3月 3日・ 4日の投票において，委員会案は大差(1052対1559)で葬
られることになる。ギリシャ語必修制が公式に廃止されるのは1918年であり，
準備試験は各目的には1960年代まで存続したが，大多数の学生はGCEの成績
で代替しうるようになった。ラテン語の方は1960年に入学資格からはずされ，
現在のケンブリッジの入学試験ではラテン，ギリシャをふくむ 7カ国語のなか
から 2カ国語(1カ国語でもよい）を選択解答する方式になっている。ケンブリッ
ジは，第 1次大戦の進展の中で， ドイツに対しての科学技術面の量的・質的遅
れを母国が身をもって体験するまで古典への偏向 (classicalbias)を修正するこ
とができなかった。
付録
必修ギリシャ語についてのマーシャルの投書
貴紙がすでに正しく指摘しておられるように，必修ギリシャ語に関する議論は，そもそ
もの問題の出発点よりも，はるかに拡がりをもった問題である。そのうちのひとつについ
て述べさせていただきたい。
ァッピンガムの校長が，最近貴紙で述べておられるところによると，ラテン語およびギ
リシャ語の教授は「教育」を付与するが， 「科学」の教授は「単なる知識の伝授」にすぎ
ない， とのことである。そもそも学問研究は，絶対的に，年令その他の個人の状況を顧慮
することなく，なんらかの優劣基準にしたがって，並べることができるものであろうか。
学習者がどの段階にあろうとも，ともかくその段階の能力を全面的にひきだし，かつ次の
段階に属する能力の基礎を培う勉学が最善のものではないだろうか。
たとえば花の名あてといった幼稚園での遊びは，それを基礎植物学と呼ぼうが呼ぶまい
が，幼児にとっては，本格的に言語を学ぶより，はるかに教育的であろう。しかし子供は
間もなく，この段階から脱皮してゆく。そしてそれにつづく数年間は，言葉の学習がもっ
とも教育的なものになる。なぜならその段階の子供も，事物を科学的に研究するにはまだ
幼なすぎるからである。数学の厳格な訓練にむけて知脳的準備が少しはできてくるが，ご
くわずかなものである。さらに音楽や図画についてのある種の訓練が，ギリシャの事例に
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よっても，また本性上からも，課せられるのであろう。しかし経験の示すところでは，こ
の段階の子供は，他のいかなる練習よりも，言葉を実際に使ってみることから，より多く
のものを，多分他のいかなるものをすべてあわせたより多くのものを学びとる。そのため
の素材は代償を払うこともな<.あり余るほど手に入る。言葉を修得するなかで，子供は
自分に可能な自発性を大いに発揮することが求められてゆく。すなわち総合的な知性，判
断力，平衡感覚，論理的批判力，知的感受性および審美眼が要求されるのだが，多かれ少
なかれ，子供はこれらの要求を満たすことになる。子供は同時に建築家であり，エンジニ
アであり，熟練工であるわけである。
ラテン語がこの課題のある領域にとっては，最善の言語であるということもまた疑いの
ないところであろう。しかしわれわれはもっとも障害の少ない道をもとめがちであり，ま
た多分古典語教師は，少年が英語を書＜のとあまり見劣りしない程度にラテン語を書ける
ように教えることに，かれにかなり良い英語を書くことを教えるというもっと困難で重要
な仕事以上の注意を向けるだろう。
少年はやがてこの段階を通過し，次の段階の適性を示すようになる。その段階では，か
れは，物質であれ，真実味を充分にもった観念であれ，ものごとを科学的に研究しはじめ
るだろう。こういった勉強は未熟ではなしえないし，またかなりの危険をともなう。週数
時間の枠を越えて，少年がこれを追求するとすれば，過度の緊張が生じ，曖昧模糊の状態
に陥り，主体性を発揮できなくなりがちである。文学的慰めにより，それなりの休息を求
めることが，かれには必要である。
しかし事物の研究が，教育の基礎として不適切なものであるといわれるそのまさに同じ
理由が， 16歳以上の少年の指導に責任をもつ者に，ともかくもなにがしかは，その研究に
習熟しておくべきことを求めている。疑いえないことだが，ギリシャの歴史や哲学の研究
は，それが充分に完全なものであれば，それによって事物のこの2つの大きな分野のひと
つにたいするある程度の洞察力を手に入れることが可能な道を，たとえ遠回りなものであ
っても快適なものにする。そこでオックスフォード出身者は．ギリシャの思想や経験を隠
れ馬として利用するのを好み，その蔭から現在の思想的問題や政治問題にたち向い，それ
らを射とめようとする。
今日，人間は自然についての知識と，自然を人間に役立つように利用する能力を増やし
つつあるが，古典語の教育だけでは，その方法を完全に理解できるようにはならない。歳
嵩のいかない少年が，自然を科学的に研究することには無理があるとする，その同じ理由
によって，人がそれを学ぶとなると，全精力をこれに傾けねばならない。しかしなお，か
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れが前もって数年間その科目をかなり勉強していないとすると，それでも充分とはいえな
いであろう。というのも，若い時代の最初の花の時代が過ぎ去ったあとで，秀れた独創力
が開花することはほとんどないからである。したがって学校生活の後半期には，理解でき
る限り多くの能力を身につけておかねばならない。とにかくそのような必要な能力やフラ
ンス語やドイツ語の知識は，大学で役立てることができる。しかし学生は，そうするよう
な指導を受けるのであろうか。
古典教育の素養をもっ，イングランドの有名校の校長は，秀れた人格，能力，活力およ
び識見の広さにおいて卓越した人物であることは，一般に認められているところである。
しかしかれらが古典語という栄光ある学問領域に専心するあまり，秀れた科学的独創性の
本質や範囲について，具体的体験を欠いており，ためにかれらの意志に反して，無意識の
うちに党派性のある判断を下してしまうということがまったくないであろうか。
自信をもって断言できるわけではないが，わが国の一流校では，ともすれば少年は，古
典語の勉強を他の科目より高貴なものと考えてしまうように教えこまれていると思う。た
とえば， もし生徒が，どの先生から与えられる勉学もすべてうまくやっていくだけの気力
・体力がないとしたばあい，かれの選択は，よきにつけ悪しきにつけ，よしんば他の教師
が何か不平を言ったとしても，古典語の教師による不満の方を，校長が重要視するであろ
うという思いによって，左右されるのが普通である。また「パンとバター」といった生活
上の配慮も，同じところに向いがちである。というのは，大学でもそうだが，資金力のあ
る学校でも，古典語の勉強のためには他の勉強のためより，より寛大に奨学金が給与され
るからである。
このような状態のもとでは，古典語専攻の校長が，かれがいかに，良心的であるとして
も，古典語が優秀であるが，科学についてもそれ以上の力量がありそうだという生徒の多
くに，その生徒のためにもなり，また国家にとっても有為である方面に向うように，すす
めることは，まずはないといってよいだろう。科学向きの生徒でもそう簡単には気付かな
ぃ，未成熟な科学的能力の徴は，他の方面に心を奪われている，古典語専攻の校長によっ
て，まず確実に看過ごされる危険性がある。
わが国は，大学で古典学の優等生であった人々に多くを負っていると言われているが，
それは確かにそうである。しかしわが国の主だった学校の半数が，古典教育についてと同
様の学識を．， 科学教育がもたらす可能性についても持っている教師のもとに運営されて
いたとしたら，わが国は同じ人々から，実際に負った以上のものを負ったのではないだろ
うかと問うてみることは許されないだろうか。わが国の財源豊かな学校からケンプリッジ
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に進学してくる有能な若者の大部分が，古典学のトライボスに臨んでいることを思い起こ
すべきであろう。大抵の者は，学校でも家庭でも，きわめて優遇されてきている。かれら
は幼時から，知識と平衡感覚と自制心をもって議論される・討論を聞き慣れている。かれら
はまた，オックスフォードとケンプリッジの最上の産物たる，十分な給与をえている教師
により，また完全な教育のためには大きすぎるということのないクラスで教育を受けてき
ている。さらにかれらは，厳格な競争を通して，たとえその育ちが同様に高貴でかつ費用
をかけられたものであれ，平均的な者より聡明でありかつ真面目であることを示してきた
少年たちである。かれらの多くは，名門の出であり，学界や教会，議会や・官庁にも良いつ
ながりを持っている。成功の何割かは，きわめて高水準のものであるが，全体としてみれ
ば，もしもかれらの関心がほぽ全面的に，幼ない少年にとっては最高のものであれ，後に
なれば優越性を主張できるものではなくなる勉強に向けられていなかったとしたら得たで
あろうものほどに大きいのであろうか。
多くのドイツ人が私に語ってくれたところによれば，古典教育ではなく近代教育を基調
とする学校を推進することが現下の緊急課題であると，かれらは考えており，しつかりと
したラテン語の基礎はそのままとしてお，もっともよい古典学校と同じ程度の社会的・教
育的格付けを有する学校を作ろうとしている。ドイツは最近実業学校を強化したが，早く
もさらなる改革を行なおうとしている。イングランドはドイツよりはるかに遅れをとって
いるが，いまなおそのことに気付いているのか，どうかは分からない。古典学の学生たち
は，自分たちの専門の研究以外とりたてて， 他の科目の勉強をせずとも準備試験 (the
Previous Examination)にバスすることができる一方，それ以外の科目を専攻する学生
は，将来の研究に直接役立ちそうにもないことについて沢山の勉強をすることを強いられ
るという不公平は，多くの理由により私には廃止すべきもののように思える。しかしなが
ら，ここでは，その制度の改革が，わが国のいくつかの一流校の理事者たちに，文学的能
力ももち，かつ文学教育の価値も高く評価している科学専攻の学生の中から校長を選ぶこ
とを奨励することになるだろうということを指摘したい。
偏見のない校長を選ぶようにしなければならないと主張しているのではない。かれ自身
が熱心な学徒でない教師は無価値である。ところで自分の専攻科目にいかなる偏りもみせ
ない熱心な学生など簡単に見つかるものではない。 もしもこのことについて，古典専攻の
校長が誰であれ，、いかなる偏見も持っていないと言われるのであれば，私はかれの研究者
としての資質を問うべきであったと思うであろう。しかし私はそう思ったことはない。
そこで私の希望するのは，一流校でありかつ十分な奨学金の準備がある学校のいく9つか
17 
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で，古典と科学とに等しい志向をもつ少年を，かなりの程度で科学の方に向かうように指
導するということである。そのような学校は，なおも古い型にはまっている学校が輩出す
る位の数の，有能な古典学の学徒を輩出するだろうと，私は思っている。さらに他の学生
は，偉大な発見や，古代ギリシャの哲人であっても，もしこの世に生を受けることがあれ
ば，過去のもっとも偉大とされた人物による言語や思想に関する学術的業績以上に高く評
価するであろうような大思想によって，後世の社会を豊かにするであろう。
かかる教育改革においては，現在私が特に関心を抱いている社会科学や経済学は，重要
な位置を占めるものではない。しかし最近とみに，私はその方面について，考察するよう
になっているのだが，科学的業績について，国際的な比較をおこなってみると，もしもイ
ングランドがその高い名声と権威を失ないたくないならば，私が提唱した方向へ向つて何
歩か前進することが不可欠であるという印象をうけている。
ケンブリッジ， 2月7日
アルフレッド・マーシャル
4. マーシャルの商業教育観
『クイムズ』は1905年11月13日付け18)の「教育短信」 (EducationalNote)の欄
コマー シャル
で商業教育についてひとつの主張をおこなっている。社説はマンチェスター大
学教授S・T・チャップマンがある会合でおこなった報告を引用しつつ，イギ
ピジ＊ス
リスにおいても実務のための専門教育を，充実せねばならないというものであ
る。ところがイギリスでは16歳か遅くとも18歳で実務を経験しなければ，商業
実務の専門家になれないという偏見が，大きな障害となっている。他方アメリ
カ合術国では， 19世紀の末頃から大学で実業家を養成しようとする気運が高ま
り，ペンシルヴァニアの先例にならいつつ，いまではハーバードをふくむ多く
の大学が，高度の実務教育のため，特別のスクールやコースを公認しようとし
ており， 1899~1900年学期についてみると 7953名（前年比1490名）の商業専攻学
生が学んでいる。それに対してイギリスではロンドン大学が最近ロンドン・ス
18)、TheTimes, November 13, 1905. 
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クール・オプ・エコノミクス・アンド・ポリティクスを創設した他，バーミン
ガム，マンチェスクー，リーズ，ダプリンで商業学部がつくられているが，一
般のこの方面での理解は，充分とはいえない。それどころか「古き良き伝統的
な古典教育があらゆる職業にとっての最善の準備である」という信念を保持す
る人も多い。あるいはラテン語や哲学を学んだビジネスマンのように生半可な
気持では，今日の実務生活には適応できないという人もある。しかし今日の大
学はそれほど内省的な精神に充満しているわけではない一方，商業活動の複雑
化は，統計と金融，法律といった大学の教育対象となりうる知識を要求してい
る。それにもかかわらず，わが国の知識人の中には，伝統ある大学を，株式取
引所学校のようなものにしてはならないといった極端な偏見にもとづく反対論
が根強く，イギリスにおけるこの方面での進歩はまだ時間を要するであろう。
以上が「短信」の要旨であるが，明らかにこの文の筆者は， 2年前にケンプ
リッジに経済学部が設けられたことを失念しているようである。というのも文
章の末尾に（オックスブリッジのような）「古い大学が実業界入りを目指す学生の
ために特別の指導を行なう気があるかどうかは疑わしいが，ともかくそのよう
な訓練が必要なことは事実である」と述べているからである。
マーシャルは 11月20日付け投稿19)で訴えたのは，「教育短信」欄の執筆者へ
の直接的批判ではなく，ケンプリッジがまさに実務家向けの教育課程を創設し
たことを知らせることであった。
確かにケンプリッジに開設された新しいコースは， 「技術教育そのものでは
なく，もっと高度の教育であって，ビジネスや官庁業務につく学生が，責任あ
る地位につくのに利益となり，しかも他の専門学校に比しても見劣りしない高
い効果をもつもの」をめざしていた。
その教科内容は，最初の 2年間において学術研究を志す者も，実務コースを
目指す者も，経済学とともに，歴史，経済史，政治史を学ぶ。最終学年では，
19) A. Marshall, Education for Business Men, T. 加 T加es,November 23, 1905. 
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実業界や官庁を目指す者は，産業活動に関する諸事実と，経済学の諸原理をそ
れらに応用する，実践的な二つの論文をまとめることを準備する。
そしてこのコースは，最初のトライポス，パート Iがこの 6月に実施せられ
たところであるので，マーシャルはそこで出題されたいくつかの問題を紹介し
ている。
「出来高払い制の長所と欠点を簡単に論じなさい。そのうえで特定の産業を
考慮しながら， それらの重要性が，状況の変化の中で異なることを示せ。」こ
の問題以外に紹介されているものも，ひとつは投機の問題であり，いまひとつ
は独占的産業の産出高の変化を，鉄道事業に例をとって，答えさせる問題であ
る。
マーシャルはつづけて，新しいカリキュラムが次第に一般に知られるように
なり，事業を子弟に継承させようとするトップ実業家の息子たちの入学が，第
3年目に入り増加してきた事実を告げ，教員陣容についても，新しい「ガード
ラー記念経済学講師」職20)が設けられたことや，奨学金もバックリー卿によ
り，マーチャント・テーラーズ・スクール出身者でケンプリッジで経済学を学
ぶ者に対して創設されたこと，経済学研究基金も設けられたことなども紹介し
ている。
この啓蒙的意図をもった投稿について， 12月11日付けの「タイムズ』21)は，同
じ「教育短信」．の欄で，マーシャルの投稿とケンブリッジの「学生要覧1905J
を引用しつつ，マーシャルが例にあげたような問題にとりくむことが，本当に
実業界入りを目指す学生にとって役立つかどうか疑問であると述べ，このコー
スが余りにも多様な意向をもつ学生に迎合しすぎているのではないかと批判し
ている。そしてもしも実務家に，これだけは知っておくべきだという，唯一の
科目があるとすれば，それは“会計学”の理論と実技であるという。イギリス
の新大学でも，ハーバードのようなアカデミックな大学でも，経済学のコース
20)初代講師にヒ゜グーが就任した。
21) The Times, December 1, 1905. 
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には会計学を設置しているのに対し，ケンプリッジは『要覧」で，はっきりと
「簿記の演習はふくまないが，会計の意味を理解できるような諸原理の修得」
を目指すとなっているが，そのような中途半端な，試みには賛同できないと，
かなり明瞭にこの「短信」は断言している。
ためにマーシャルはもう一度筆をとる必要にせまられた訳である。それは12
月14日の日付け入りの投稿となって，掲載された22)0 
マーシャルは，前回 (11月18日）の「短信」執筆者が，ケンプリッジは実業家
を養成するようなコースをもっていないと述べたので，ケンプリッジがそのた
めの 3年コースのカリキュラムを，設定したことを知らせた。そうすると今回
(12月1日）は，貸借対照表，減価償却引当金，減価償却，のれん，融資等につ
いて詳しく論ずる科目が，そのコースには用意されていないから不備であると
批判しているが，マーシャルはそれについて説明しようとする。
まず第 1に，新しい学部学科はわずかなスクッフで運営せねばならず，会計
学のためのスクッフを学部が有していないのは事実である。しかし第2により
重要なことは，大学はこのコースを honours degree 23) (トライボスのパー ト
I合格者に与えられる学位）を与えるためのものとして用意したのであり， 単な
る大学課程修了者(pa蕊 degreeを得る passman.普通は previousexaminationと
ひとつふたつの科目についてのトライボス・パート 1の合格者に与えられる。）向けの教
育を意図していない。したがって今の段階では会計原理についての講義はなさ
れていても，簿記や会計実務を教育課程に取り入れるつもりはない。マーシャ
叫;l:, そう述べたあと， 「3年という神聖な大学生活は， すでに有能な実務家
をその世界の指導者としうる学習で十分満たされている」と主張する。
マーシャルの発言をどう評価するかは難しい。というのも，マーシャルの発
言については早速反論が『クイムズ』に投稿されている24)が，その中でも指摘
22) A. Marshall, Education For-Business Men, The Times, December 18, 1905. 
23) honours degreeは従来「優等学位」・などと訳されている。
24)投稿者はみずからを永年商業活動に携わってきた者と表現している。
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されているように， passmanには教える価値がある科目でも， honoursman 
が学ぶには適しない科目があり，その例として会計学があげられれば，会計業
務に携っている人ぴとが不快感を示すのは，当然予想されるところである。そ
してこのような見解が旧い大学人の偏見という評価を受けるのも当然の帰結と
なる。マーシャルが目下会計の専門家を用意できないといっているが，この脈
略の中では，そもそも大学は会計学教授のボストを用意する気などないのでは
ないかと疑われることにもなる。事実今日 (1983年）にいたるまでケンブリッジ
の170の教授識の中には，会計学教授のためのポストはない。（近年Industrial
Relationsの教授職は設けられた。）
科学技術であれ，経済学であれ，それを古典語教育に比して実務教育と呼ぶ
かぎりで，マーシャルは実務教育の進歩を，帝国が世界で冠たる地位を保った
めに必要であるという意識から，それを支持した。しかし大学，とりわけオッ
クスプリッジのような，社会の指導者を育成する教育機関は，営業とか販売と
か経理とか呼ばれる個別実務とは無縁であり，あくまでも研究所とか重役室で
行なわれる意思決定に参画できる人材を育てることに主眼がおかれた25)。マー
シャルも述べているように，簿記の実務のごときは，かかる「高い知性」を身
につけた者であれば短期間で必要に応じて修得できるはずであるという認識が
あったようだが，この認識そのものは，今日の日本の多くの，そう若くない大
学人と共有できそうである。
古典語の学習に苦しんだ経験の有無だけが，ギリシャ語学習に対する J.s. 
ミルとマーシャルの意見の相違をもたらしたわけではなく，ジョウェットやシ
ジウィックとの交流が，マーシャルの態度に影響を与えている。しかしそれ以
上にドイツとの競争においてイギリス帝国の優位を保持しょうとする， J. s. 
ミルが実感として持ち得なかった「新しい状況」が決定的な要因になっている
25)『経済学原理』の中で，マーシャルは，「高等教育は雇用者および職長さらにはごく少
数の熟練工を除くと直接には役立たない」（第4編第6章§5)と述べているが， 1905
年時点でもその考えには変化がない。
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といえそうである。と同時に歴史ある大学で，将来の社会的エリートを育てる
というマーシャルの視野のなかでは， 「実務教育」はある限定された内容以上
に拡大することがなかったのも事実である。マーシャルが現役教授であった
1908年までケンプリッジの卒業生の就職先は，学校長であり法律家であって，
ビジネスマンが第 1位を占めるようになるのは第 1次大戦直前である。
そしてマーシャルは 12月27日付けの投稿では，「今日のビジネス・マンにと
って必要なのは知識ではなく能力である」26)という一句によって，批判者たち
に反論しょうとしている。しかしその言葉は，皮肉にも，古典擁護派のひとび
とが，科学教育，実務教育一般に向けて発していたのと同じ立場に立つもので
あった。
26) A. Marshall, University Education For Business Men, The Times, December 
28, 1905. 
この一文は12月26日発行のタイムズに掲載されたマーシャル批判の投稿に答えたもの
である。
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